
●東海自然歩道（田原小～御栗栖神社・府道）は、東京の明治の森・高尾国定公園と大阪の明治の森・箕面国
定公園を結ぶ自然歩道です。その延長は約1,698キロメートルにおよび、昭和49年春に完成しました。京都府
内の総延長は157.1キロメートルで、豊かな自然や多くの文化財にふれながら、京都市、宇治市、宇治田原
町、和束町、南山城村、笠置町の2市3町1村を通過しています。

南地区周回コース（赤） 約４．８ｋｍ 

（町文化財百選） 
手洗鉢 

斎田神社 

新府道（高低差あり） 

東屋で休憩 

茶畑がキレイ！ 

栗林園の碑 

切林公民館 

（町文化財百
選） 

御栗栖園故地石標 

龍雲寺 

犬打川沿いは桜がキレ

（町文化財百
選） 

田原小学校 

南公民館 

スタート・ゴール 
駐車場あり 

※「町文化財百選」は、自由に見ることができる箇所のみ記載しています。 


